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本
稿は、
沖縄本島北部・
本部町辺名地におい
て、

造」
を考察した前稿ω
に引き続き、
「清明祭」
の行事過程の考察を中心に、

「シヌ
グ
祭記と村落構

村落構造とくに「門中組織」
を検討しよ
うとするものである。
前稿で提示

したように、
シヌ
グ祭加がもっ儀礼的表象の諸特
徴については、
行事過程

の記述分析を通して、
その概要を把握し得たかと思う。
ところでシヌ
グ祭

間の神役組織の構成員については、
いくつかの特定の門中成員たることが

重要な条件とされていることから 、
祭組組
織と村落構造の理解には、
まず

もっ
て門中組織の把握が必須であると
痛感され、
そのためには
差当っ
て
清

明祭の
考察に、
今回の主題を設定したわけである。
そこで、
一九八三年四

月五日
(旧三月二十二日〉
に辺名地のムラシiミl
(村落の清明
祭)
を参

与
観察して得られた諸事実をはじめ、
門中シiミl
(各門中の清明
祭)や門

中組織に関して収集した資料をもとに、
この課題に接近してみたい。
具体

的諸事実の記述分析に入る前に、
これまでの沖縄問中の研
究史のうちで、

本稿とも関わる沖縄北部地域の諸研究をふ
りかえり、

若干の問題点を整理

し
ておく必要があろう。
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九八二)

沖縄北
部の
門
中組織

11諸
研究
の
視
点と
問題
||

戦後の沖縄研究に画期的意義をもっ、
都立大学社会人類学教室による沖

縄調査の報告 、
「沖縄の社会と宗教」
(一九六五)には、
序章と終
章を別に

すれば、
m
論文が
収録されていて、
その調査地の内訳は沖縄本島北部4、

同南部1 、
宮古2、
八重山3となっ
てお
り、
ほぼ
沖縄全域をカバ
ーし

てい

るが、
沖縄北部の4
論文と南部の1
論文はいずれも門中組
織を主要テlマ

にしている。
調査地選定にはいろいろの条件が考慮されたであろうが、
こ

の場合はその一つに、
南部でアイデアルとされている門中が北部ではどう

なっ
ているかを明らかにしたい、
との意図、が
あっ
たのではない
かと
思われ

る。
この沖縄調査(一九六二
J一二)

の前後から一九七
0年代にかけて、
門

中が盛んに
議論されたのもこうした状況においてのことであっ
た。
論じら

れた諸問題は各調査地の微妙な地域差はもとより、
それぞれの調査資料分
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析
に
お
け
る
視
点
や
立
場
の
若
干
の
相
異
を
反
映
し
、
複
雑
多
岐
で
あ
っ
て
一
概
に
云

々
で
き
な
い
が
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ー
、
北
部
で
は
南
部
(
首
里
、
那
覇
)
の
影
響
に
よ
っ
て
門
中
が
形
成
さ
れ
た
が
、

れ
は
一
般
に
か
な
り
遅
く
、

一
面
で
は
い
ま
な
お
確
立
の
過
程
に
あ
る
。
で
は
、

う
し
た
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
は
如
何
ょ
う
で
あ
っ
た
か
。

2、

1
と
の
関
連
で
、
門
中
形
成
以
前
の
親
族
組
織
・
集
団
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
現
在
、
門
中
組
織
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ま
た
重
複
・

併
存
し
て
い
る
か
。

3
、
前
二
項
か
ら
、
と
く
に
北
部
の
問
中
は
日
常
の

口
。
円
句
。
門
担

-
r
w
m円
。
ロ
回
以

と
し
て
よ

り
て
も
、

g
n
g
g
?
2
5
2
E
を
指
向
す
る
宗
教
的
集
団
と
し
て
、
専
ら
機
能
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

4
、
門
中
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
家
族
関
係
と
祖
先
祭
加
の
分
析
が
不
可
欠

で
、
と
り
わ
け
相
続
・
分
家
や
養
子
の
慣
行
、
チ
ョ

l
デ
1
カ
サ
パ
イ
(
兄
弟
重
合
)

や
オ
ナ
リ
神
の
習
俗
、

お
よ
び
墓
制
の
変
化
な
ど
が
重
要
な
指
標
と
な
る
。

5
、
門
中
の
女
性
司
祭
(
ク
デ
ィ
な
ど
)
と
村
落
祭
記
の
神
役
(
ノ
ロ
な
ど
)
の
対
応

関
係
が
村
落
構
造
に
結
び
つ
く
場
合
が
多
く
、

ま
た
神
役
の
継
承
・
選
出
に
は
し
ば

し
ば
ユ
タ
(
シ
ャ
!
マ
ン
的
職
能
者
)
の
介
入
が
み
ら
れ
る
が
、
御
獄
(
ウ
タ
キ
)

を
め
ぐ
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
も
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い
る
。

以
上
は
、
沖
縄
北
部
・
本
部
半
島
に
位
置
す
る
本
稿
の
調
査
地
、
辺
名
地
に
お
い
て

も
す
べ
て
深
く
関
わ
る
重
要
な
問
題
だ
が
、

辺
名
地
で
の
わ
れ
わ
れ
の
調
査
資
料
が
極

め
て
不
十
分
な
た
め
、
残
念
な
が
ら
本
稿
で
立
入
っ
た
論
議
を
つ
く
す
手
だ
て
が
な
い
。

た
だ
先
学
の
成
果
を
今
後
に
資
す
る
た
め
に
も
、

ま
ず
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
少

し
整
理
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ

問
中
研
究
史
を
極
め
て
簡
潔
且
、
適
切
に
素
描
し
た
比
嘉
政
夫
は
、
首
里
や
南
部
の

そ

門
中
研
究
に
触
れ
た
後
に
、

「
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
整
っ
た
組
織
の
門
中

は
首
里
の
旧
士
族
層
や
都
市
周
辺
の
も
の
で
あ
り
、
国
頭
や
離
島
の
村
落
で
は
門
中
と

い
う
名
称
は
あ
っ
て
も
、

そ
の
実
体
は
極
め
て
稀
弱
な
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
機
能
も

強
く
は
な
い
こ
と
の
報
告
、
が
門
中
調
査
の
地
域
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
い
く
つ
か
も
た

ら
さ
れ
た
。
」

と
述
ベ

そ
の
分
析
事
例
と
し
て
、
常
見
純
一
に
よ
る
国
頭
村
安
波
を

は
じ
め
数
例
を
あ
げ
て
い
る
山
o

安
波
で
は
却
を
数
え
る
門
中
が
い
ず
れ
も
安
波
以
外
に
故
地
が
あ
っ
て
、

そ
こ
で
の

大
元
(
ウ
フ
ム
ト
ウ
)
や
仲
元
(
ナ
カ
ム
ト
ウ
〉
に
遡
及
す
る
系
譜
由
来
記
を
も
っ
。

そ
し
て
清
明
祭

(
3
月
)
で
は
大
元
・
仲
一
元
へ
先
祖
拝
み
の
代
表
を
送
り
、

ま
た

9
月

に
は
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
聖
地
巡
拝
(
今
帰
仁
拝
み
・
東
廻
り
)
が
な
さ
れ
る
。
他
方
、

十
八
夜
拝
み
(
正
月
と

5
月
日
日
)
で
は
本
家
(
ム
ト
ゥ
ヤ

l
)
に
門
中
が
集
り
門
中

の
ク
デ
ィ
ン
グ
ワ
(
女
司
祭
)
と
本
家
々
長
を
先
頭
に
儀
礼
と
宴
を
催
す
。
清
明
や
正

月
日
日
に
一
円
が
参
集
す
る
門
中
墓
は
、

m内
中
あ
る
、
が
、

他
の
凶
問
中
は
以
前
か
ら

の
村
墓
を
使
用
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
門
中
基
や
由
来
記
の
作
成
、
清
明
祭
や
十
八
夜

拝
み
の
開
始
は
い
づ
れ
も
明
治
以
降
に
首
里
・
那
覇
か
ら
の
士
族
町
方
を
模
倣
し
た
も

の
で
、
常
見
は
そ
の
詳
細
を
吟
味
し
円
中
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て

問
中
以
前
の
ワ
ヘ
ン
チ
ヤ
(
双
系
的
親
族
関
係
)
に
父
系
血
縁
の
意
識
的
・
優
先
的
な

抽
出
が
な
さ
れ
て
門
中
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
、
墓
制
の
変
遷
と
関
連
守
つ
け
て
論
じ
て



い
る。
即ち、
当初の風葬や洞穴葬の後 、
棺の使用・村基作成・洗骨・シジ

ガメやガン
の使用・門中墓の
作成という一
連の
変遷はみな町方の
模倣だと

いAノω。
同じ国頭村宇嘉は竹村卓二によると、
少数の帰農士族(寄
留者層)
を除

き単一
階層の部落だが、
部落を草創した根屋を継ぐA
筋が大元祖(ウフガ

ン
ス) 、
その直接の分枝B・C-
D
筋が中元祖
(ナカガン
ス)
としてナカ

ムトウ
(仲元)
の地位にある。
他方、
別にZ
筋が同様に一つの
門中を形成

している。
こ
の
門中も本来はAの分校であっ
たが、
口碑によると、
Aから

Z
が分
家した数代後に、
A
門中以外から養子をとっ
たために別
筋になっ
た

のだ
という。
と
の庁同一
門中からの養取山
の
原則(養子同門制)
は、
門中

の父系系譜の排他性を如
実に示しているが、
門中それ自体における本家・

分家・孫分家の相対的関係は必ずしも血縁系譜が明確でなく観念化してい

る場合も多い。

そして
門中の祖先祭相 、
例えばシ
ジカミ(水
拝み、
5・
9月)
では、
A 

Z
両家にそれぞれの円中が参集して儀礼が行われるが、
後日、
ナカムトゥ

単
位で各戸ごとの儀礼があるというように、
田口σ唱。口同】
の自律性が認
めら

れる。
なお、
門中墓の形成はなく村墓だけだから、
墓制上のグルー
ピン
グ

はみられない。

竹村は近隣諸部落と概括的に比較検討し、
この地域の特
色を、
①南部の

門中の如く数部落にまたがる出自集団とならず、
高
度に地縁化し、
②門中

墓が最近の
現象だから、
基制上の集団帰属の指標が欠け、
むしろ集団分裂

の契
機を含み、
③門中概念そのもの
も瞬昧で、
その範囲の振幅が大きく 、
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「問中」
という用語もノミナル
に使われがちである
i!と整理し結局、「門

中なる
社会制度がこの地域では親族関係を規制する上において二次的な機

能を果すにとどまっ
ているように考えられる」
と結んでいるω 。

右の竹村が指
摘する北部の特色ときわだっ
て対照
的なのが、一五うまでも

なく南部の
場合で、
比嘉政夫はそうした事例を玉
城村仲村渠において詳し

く分
析している。
ここには主なものとして5門中があるが、
そのいずれも

近隣部落や那覇などにウフムトゥ
(総本家)
をもっ。ウフ
ムトゥ
の分れと

されるナカムトウ
(本家)
が部落内にあるわけだが、
例えば外当問中では

ナカムトゥ
が6あり、
さらにそのそれぞれにチュ
チョ
lデ!とよぶサブグ

ループがある。
各チュ
チョ
lJアlは数戸からなるが、

これらは長男の
系統、

次男の系統というようにナカムトゥ
との本分家の
系譜が概ねよみとれ、
ナ

カムトゥ
との
聞にかつ
て養取関係があっ
たことが多い。
また
門中の
祭記や

門中墓の年忌において行事の
中心になるトiシムトゥ
とか、
門中の遠祖に

つながる聖地巡拝で門中や部落をこえた役割をもっ
カミム
トゥ

に、
特定の

ナカムトゥ 、が
なっ
ている。

比嘉は前者が現実の生活での
門中のリーダーであり、
後者に
は「神本家」

といっ
た別のリーダーシッ
プがあると解している凶。

このようにウフムトゥ
(総本家)
↓ナカムトゥ

(中・本家)
↓チュチョ

ーデl
(父
系近親)
という分校構造をもっ
門中は、
い
わば父系の
諸問g。5

(婚姻規制のない)
な回忌
または
己白P-52mm
とみなしうること、が 、
今日

いちおう認められているわけだが、
村武精一はとりわけチュ
チョ
lデlが
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門中の核になるとして、
そ
の意義を強調してい
る。
そし婚姻規制はなくと

も、
娘がいながらあえて
婚出させ、
自己の父系血縁内から養取する父系再

生産に注目するとともに、
父
系血縁を意味しながら双
系的
出
RFE--可
を

もつ
〈1E〉
系の語と概
念に注意を喚起してい
る問。

この
-E
あるいはヒ
キ
につい
て北部の羽地村真喜屋(現、
名
護市)
を

調査した小川徹は、
元屋を一にする父
系親族をその姓を
冠して
某々
門中と

よぶのが普通だが、
屋号や居住地の小字名を付して
某々
ヒ
キとも云い、

た小・中の門中を含む大元(ウフムト)
を戴く全体を某々
ピキ
と称する例

もあることから、
1E
が
問中以前の
古い用
語と考えd
その実体を祖先祭記

との関連で、
口承及び国
世紀後半の「請日帳」
ilヒキの祭加や先祖墓補

修費の成員への割符づ
け
ーーを分析することによっ

て明らかにしてい
る。

その結果、
「父系親族集団としてのヒキは、
出嫁女子を自己のヒキと考え、

さらに彼女の子孫をも世代を超えてなお自己のヒキと考
え
て
い
る
と
す
る

と、
その
反面において、
かような観念の支配する社会においては、
これを

構成する個人は原則的に父方ヒ
キをもっとともに、
また原則的に母方ある

いは祖母方にもヒキ
をもつことになる。
この側面から眺めた場合、
祖先祭

記に関して双系的ないし
多系的な原理が支配するように見え
ることがあり

う
る。」
と
問題を提起してい
る問。

ところ
で、
この
1E
あるいはヒ
キ
の概念、
用
法及びそれと
門中との関

係について、
比嘉政夫が諸家の
見解を整理し、ヒキは
血縁を意味する場合、

本来 、
双(多)系的であるが、
婚姻居住規制など種々
の条件によっ
て父(男)

四

系に傾斜し、
とくに村武のいうように、
聖的な場を通じ超世代的なものを

志求するこ
とを指摘してい
る。
他方、
門中の特徴として、
何共通の祖先か

らの分れで
あるという口碑伝承・記録 、
同門中墓 、
村宗家の行う
祖先祭記

への参加、
同祖先祭記を主導する女性司祭
者を当該問中内に生れた
者から

選出、
同婚出し
た女性は夫方門中に入る(但し特
定の女性司祭者は生家の

問中祭記に参加)
lil〔刷の地域的変差は大〕 、

などを
列挙した上で、
次

の如く述べ
ている。

ま

村落の中の
複数の聖地、
拝所を中心に形成された祭間集団が、
原初的

には兄弟
姉妹関係を
軸にした一種の両系的な血縁によるものであっ
て、

しだいに男系または父
系的傾向を強めていっ
たのではなかろうかという

考えも無理ではない。
〈円中〉
祭聞における嫁出した
女性の参加の仕方

にかなりの地域的差がみられ
ること、
すなわち
嫁出した
女性は生家の八円

中〉
のメンバ
ーシッ

プ
を失う地域と、
「女は一代限り実家の〈問中〉
に属

する」
という地域(竹村、
一九六五)
のあること、
また〈チュ
チョ
lデ

l〉
という
芯同日
が〈問中〉
Eσ唱。ロ匂(一種の
吉
区目ロロ何回ぬる
を意
味

し
てい
る地域(比嘉、

「嫁出した姉妹の家族を
含む」
地

一九六五)と

域とがあることは、
上の通時論的な疑問に対する共時論的資料の
裏づ
け

と
も考えられようm o

ヒ
キの概念と
円中形成の問題は、
門中以前の親族組
織に深く関わる複雑

な事柄であっ
て、
もとより安易な仮説や早
急な結論は避けなくてはならぬ

が、
小川や右の比
嘉の見方は示r吸を含んでいるといえよう 。



さて大胡欽一は、
門中の構成単位である家族に内在するイデオロ
ギーな

いし
他界
観を示すものとして、
チョ
lデlカサパイ

(兄弟重合)
及びオナ

リ神に着目し、
これを上本部村備
瀬(現、
本部町)
で詳しく分析して
いる。

チョ
iデlカサパイとは

同一の「位牌立て」
に兄弟姉妹の位牌をおくのを

禁
忌することで、
これ
は同一家族員は同じ
位牌立てに収めて
舵らねばなら

ぬ
(「同一居住・
屋敷
H

同一位牌立て」)
という
観念にもとづ
く規制であ

り、
兄弟(二夫
婦)
の同居を避ける分家慣行に結びつくわけである。
そし

て分家に際し田畑(相続財)
よりも父の屋敷(住居)
や位牌(祖霊祭記)

が重要な意味をもつので、
誰が何処で誰の位牌をどのように租るか、
が
常

に問題になる。
だから現実に、
さまざまな事態に則して、
位牌が如何に継

承
されるかが正されることになる。
他方、
オナリ神信仰
は、
従来も幾多先

学の研究にみられる如く、
姉妹(オナリ)
が兄弟(エケリ)
に
対し
霊的に

優位に立ち庇護する習
俗で、
大胡はそれが豊
作祈願、
祖霊祭記、
旅立ち出

征などの幸運祈願、
健康や家の繁栄祈願など
聖(霊)
的場面で機能する実

態を、
伊平屋島の場合と比較しながら分
析している。
そして結局、
チョ
|

デlカサパ
イによっ
て分散した兄弟
姉妹は、
オナリ
神信仰
による祖霊祭組

を以っ
て再統合されるのであっ
て、
このような
指向が
門中形成の重要な要

因を
担うものと考えられる、
としている問。
これはたしかに示唆に富む
指

摘といえよう。

さて、
備
瀬の門中組織は他の北部諸村落とあまり違わないが、
部落の特

定の
聖域を受持つ各門中の女神役(ウクリ)
が
門中内で選定されるときに、

ユ
タの介入が顕著である。
備
瀬には強い
霊効をもっ3名のユ
タがいて、
今

帰仁・国
頭や那覇・
島尻からも託宣を受けに来るというから、
これは当然
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であろう。
なお、
シヌグ 、
ウン
ジャ
ミなどの
村落
祭杷は有力な3問中の神役を中心

に行われ、
村落司祭のノロ
と男神役は草分けのNK
門中から
出るが、
その

他の女神役の継承選出にもユ
タが介入することがある。
そしてユ
タの託宣

による
指定の方向は、
やはり父の姉妹から兄弟の
娘(オパ
からメイ)
にむ

かうこと、が
多いという。

ところで備
瀬で註目すべきは、
双
系的親族組織のパロ
iジ

が
門中に重複

-
併存しているこ
とである。
これは結婚・家建築・不幸や祝事の集り・回

植やキピ倒し・カヤ刈り・砂糖作りなどの互助共同H
労働援助をする人々

で、
「自分からいっ
て父方も母方も祖父母の親の代までは含める」
という。

パロ
lジの日

常の親しい付合いはイトコ
の範囲までである、が 、
この双
系的

親族関係が 、
聖
(霊)
的場面で機能する父
系的集団(門中)
とは異る、
世

俗的場面で機能している事実
||つまり二つの異質的原理の

親族組織の重

複・
併存を、
大胡は伊平屋の場合でも指摘している問。

このことは問中以前と門中形成過程に関連する興味ふかい問題を
含んで

いると云えよう。

ところで
門中形成過程において、
父系血縁原理が必ずしも貫徹されず、

このため護雑な内部構造を示す事例を、
山路
勝彦が粟国島で報告している。

山路のモデルでの説明によると、
ABCの3
門中、がある場合、
Aか
らの父系

ラ
イン
による分家Bが
4代前に他系統Cから
養子をとっ
たことにより、
生

物学的な父系血縁ではCと結びつくことになっ
た。
しかしAとも関係が切

れたわけではなく、
B
は女系を一代介在させてAと結びつく
||この点、

先

五
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の
宇嘉の事例と若干異る。
か
くてAとCは

祖先を異にする別系統なので
同

一集団を形成しないが、
B
系統はC
系統と父系血縁集団をつくり、
同時に

A
系統とも父
系血縁集団を形成する。
この両者とも〈門中〉
とよばれるが、

前者(B
・C)

を〈シジの
門中〉 、
後者(B・A)
を〈タチイの
門中〉
とよ

んで区別し、
いずれも
祖先祭加を行う。
シジとは生物学的な父
系血縁を認

識する用語であり、
タチイとは他系を意味する。
そして〈シジの
問中〉
の

結合力が〈タチイの
門中〉
より強いにしても、
とにか
くこうした
門中のオ

ーパ
lラッ

プ
・併存とい
う現象は、
「父系を指向するイデオロ
ギーが優越

し
ながらも、
現実には《前代の遺制》(〈問中〉
以前のある種の出自体系)
が

残
存していることに起
因している」
と山路は云う。
4世代ほ
ど前には、

ジがあまり強調されなかっ
たこと、
墓制も村基であっ
たものが、
いくつか

の亜
門中や門中どうしの寄合墓に、
さらに問中墓へと移行する様相がみら

れること、
そしてまた神役継承においてもシジが辿れぬ例が多い
ことなど

は、
右の見解を裏付ける事柄と云えるだろう。
以上のような諸傾向は周辺

の
渡名喜 、
座間妹 、
渡嘉敷の
島々
にも
窺われるが、
これらは沖縄南部と北

部の
中間段
階を一不すものと考えられる、
と山路は述べているω。
この見解

は大筋において首肯してよいのかもしれない。

以上の
諸研究の他にも触れたい論文や問題がなくはないが、
冒頭に記し

た諸問題は、
これまでみてきた諸研究を通して概ね検討できたかと思う。

これらの問題をさらに解明するためには、
沖縄北部での調査資料のつみ重

ねとともに、
先島や離島との比較 、
および
最近の動向にみられる如く山 、

本土(同族)
や韓国・
朝鮮(門中〉
あるいは台湾・中国(宗族〉
などとの

ムノ、

比較研究も当然、
試みる必要があろう。

シ

注

山
比
嘉
(一
九七
四) 、
再
録・比
嘉(一
九八三 、
九
l一

O
頁)

凶
常
見(一
九六
五)

同
竹
村(一
九六
五)

凶
比
嘉(一
九六
五)

同
村武
(一
九六
五、
一三三一
t一二
頁)

間
小
川
(一
九
六
五)

間
比
嘉(
一
九六七) 、
再
録・
比
嘉
(一
九八
三 、
ニ
ニ
t
六
頁〉

矧
大胡(一
九六
五)

州
大胡
(一
九六二 、
一
九六
五)

なお 、
こ
の二
つ
の
異質
的原理の
親族
組
織の
重

複・
併
存に
関
連する
興
味ふ
かい
村人の
親族理
念を 、
北
部の
本
部
半
島・
伊
野
波

(
本
部町)
を
調査し
た
田
中
真砂子
が
出
自
22n
EC
とフ
ィ
リエ
イシヨ
ン
(巴ぽ・

ccロ)
の
二
つ
の
親族
原理にのっ
とっ
て 、
次の
如く
指
摘し
てい
る 。
即
ち 、
自己は

「シ
ジ
方」(
父
系)
の
出
自
集
団日
門
中の
成員で
ある
と
同
時に 、
姻
族を
含み
自己
を

中心と
する
双
系
的「エ
l
カ」
(
ま
たはハ
ロ
l
ジ 、
親類
}向日ロハ同2
3
を
持つ
が 、
門

中
関
係は
「
サニ」
(
胤・
精
液)
とい
う
「
物質」
Jp
gz♀cmH口出-
zgE
22 3

を
通して 、
ま
た
「エ
i
カ」
関
係は
「
チl」
(血)
とい
う「
物
質」
と
結
婚を
通し

て
規
定さ
れる
と
考えら
れてい
る 、
とい
う 。
そし
てど
ちらの
関係も 、
実
際の
付
合

い
は
個人で
は
な
く 、
「ヤl」
(
家)を
単
位に
行わ
れるこ
とが
多い 、
と
し
てい
る 。

問
中(一
九
八一二 、
五
五
頁および一
九
八二)

同
山
路(一
九六
八)

日
か
かる
比
較は 、
中
根
千校(一
九
七一二)
など
に
よっ
て
なさ
れて
きた 、が 、
最
近
に至

っ
てよ
り具体的
に
立
入っ
た
検
討が
みら
れる
よ
うに
なっ
た 。
例えば
宮
良高
弘
(一

九八二)
は 、韓国で

も
両
班(土
族)
が
顕
著な
安
東
地方
(
慶
尚
北道
安
東
郡)
・
河

田桐の
問
中と
八
重山・
石垣
市の一
円を
比
較し 、
その
異
同を
論じ
てい
る 。
即
ち
河

回洞で
は 、
と
の
班
村の8
割を
豊
山
柳氏
門
中が
占め 、
他の
雑姓がこ
れ
に
従
属
する

か
ら
門
中聞
の
桔
抗は
弱く 、
む
しろ
門
中内・
支派
聞のそ
れの
方が
強
い。
そし
て 、

か
か
る
拾
抗も
門
中
間で
は
通
婚
(
同姓
不
婚)
によ
り 、
問
中内で
は
各
派
間の
養取に



よっ
て
調
和溶
解さ
れる 。
こ
れに
対し
八
重
山では 、
父
系
集
団と
して
の一
円(
問
中)

が
存在
する
も
の
の一
門
の
分
校が
村落をこ
えて
広が
り 、
ま
た
村落
祭-紀が
御山獄を
中

心
に
機能する
た
め 、
親族
よ
り
も
地域
結
合
原理が
優
先
する 。
そ
し
て
基本的
に
は 、

童
名の
命
名法に
みる
如
く 、
日
常生
活で
双
系
的
親族
原理が
支
配
的だか
ら 、
一
門
間

の桔
抗
関
係が
造
成さ
れ
ずに 、
島
社会
の
中で
人々
の
対立
関
係が
溶
解さ
れる
のだ 、

とい
う 。
他方 、
両
者は
祖
先祭紀
の
機能にお
い
て
類
似
点が
あ
るこ
と
を
指摘し
て
い

る
||河
回洞
豊
山
柳氏
・大
門
中の
盛
大な
墓
記
及びこ
の
問
中の
都
市
移
住
者を
含む

花
樹会(
同
族
会)
の
組
織・
活
動と八
重
山
の
清
明(
墓
前)
祭
及び一
門親睦
会
の
組

織・
活
動など 。
右の
見解
や
指摘は 、
たしか
に
示
唆を
含み
興
味ふ
かい
が 、
江
守五

夫(一
九
八二 、
三三
t
四
頁〉
も
指
摘
する
如
く 、
韓
国の
門中と
比
較する
ので
あ
れば 、

先島や
本
島
北部よ
り
も 、
ま
ずもっ
て
本
島
南部
の
門
中を
対
象に
する
必
要が
あ
る 。

本節で
検
討し
た
北
部で
の
諸
問題
も 、
こ
うし
た
視
野と
段
階をふ
ん
で
の比
較と
い
う

手
続が
とら
れ
な
くて
は
な
らぬ
のは
云
うまで
もない 。
なお
沖縄
と
直
接
比
較は
し
て

い
ない
が 、
竹田且
(一
九
八一二)
は 、
韓
国の
門
中を
極め
て
具体
的に
記述
し
(
全
羅

南道求
礼郡
の班
村・
順天朴
氏
円
中〉 、
沖
縄
の問
中に
とっ
て
も
示
唆
深い
考察を
し

てい
る 。
〔
次
章 、
注
閣
参
照〕

辺
名地の
清明
祭

清明祭(シlミi)
とは旧暦三月の
清明節に
門中ごと、
あるいは共同墓

を中心にした問中の分枝ごとに行われる祖先祭で、
この
慣行は中国からの

移入とされながらも山 、
沖縄社会で独自の発達をとげ、
今日、
沖縄本
島と

その周辺では盛んに行われている
||久米島や

宮古・八重
山などの先島で

は一部の士族階層でしかみられないω。
父系出自集団たる
門中またはその

分
枝のメンバ
ーシッ

プ
表章の一
つが共同墓であるが、
それは必ずしも同血

縁のメンバ
ーによっ

て作られ、
使用されるとは限らず、
墓制の変遷と門中

生成の過程において、
擬制血縁的なものから血縁純化が強調されるなど
今
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後 、
解明さるべ
き問題がある。
また
清明祭が対象とする祖先や参加者の範

囲・規模にしても、
門中墓を中心にしたメンバ
ーの近い祖先に対するもの

から、
宗家のメンバ
ーを

中心にして地方に分散した分
派筋の代表者も集合

するもの(神
御清明、

いろいろな変差があるom

カミウシlミl)
まで、

ところで、
シlミlの名の下に現在、
辺名地で行われている行事には、

各門中で営まれる「門中シlミ!」
とともに、
村(辺名地部落)
全体の
清

明祭である「ムラシlミl」
及び、
各家でなされる「個人シlミl」
の三

つが認められる。
清明節の入り日に、
まずムラシlミーが行われ、
それと

同時またはその後 、
清明の期間(十六日間)
内に随時、
門中シiミー
や個

人シlミーが行われている。
以下、
まずムラシlミlについて参与観察し

た事実を記述し、
ついで各問中のシlミl
について述べることにしよう。

〈ムラシlミl〉

比嘉
政夫によれば、
「清明祭とは、
共同墓を中心にした(このような)

父系血縁集団が、

メンバ
ーの各家族の出資、

または協力によ

その墓前で 、

っ
てつくっ
た供え物を墓前に供え、
そして共食するという慣行である」凶

が、
このような一般的な形態からすると、
ムラシlミl
は血縁よりもむし

ろ、
地縁的な契機を重
視した祭把ともみなしうるから、
辺名地の
清明祭は

この点に一つの特徴があると一五えるかもしれない
||↓但し、

後述の如く、

厳
密には完全な地縁祭加ではない。
ムラシlミlは辺名地の村落
草創の
祖

先 、
いわゆるHシマ
建て
てを対象とする祭記とされ、
理念的にはシマ
(部

落)
の成員すべてが参加して営まれるのが原
則だから、区
(辺名地部落)

でもそのための予算を組んである。

七
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さて、
一
九八三年四月
五日(旧三月
二十二日、
清明の入り)
に
ムラシ
l

ミーは
次の如く行われた。

ウリズン
の季節に入っ
て小雨のばらつく日が数日来続き、
この日も生憎

の
雨模様なので、
祭記の
時間も例
年よりは短縮せざるをえない
状況にあっ

た。
午前中、
各家々
で女性が料理を重箱に詰め、
墓前で燃すウチカピ
(紙

銭 、
後述)を用意するなど、
慌しい様子の中で準備が整えられた。

午後十二時四
十分、
辺
名地草創の
祖とされる松田
問中の宗家(ムトゥ
ヤ、

マン
ナルン
チに村民の参加者
(その顔ぶれは後述)
が集まっ
て来

J
ザ

る。
重
箱 、
酒、
莫車 、
線香、
ウチカビ
などを携えて、
ムラ
の西方にあるテ

元家) 、
ラグンジン
へ向う(図1及び写真1
・2)問。

サトウキビ
畑の
造成が進めら

れ
ている広い荒地を通り抜け 、
海岸へ下っ
てゆくとテラグンジ
ンのある森

へ入る。
テラグンジン
は、
図ー
のように、
辺名地に近い方を、
上のテラグ

ンジン、
大浜に近い方を下のテラ
グン
ジン
という。
そして、
下のテラグン

ジン
の斜め
崖下に、
数多くの人骨が納められてあるH墓w
がある。
(写真

3)
。

松田
門中の
分

一
行が上のテラグンジン
に着いたときには、
すでに、

れであるへ
ナジャlの人びとが
拝んでいた。
前稿でもふれたように、
辺
名

地の
神役は、
ノロ
一人、
ネガ、、二二人、
計四
人の女性を中心に行事を行うの

が理想型とされてい
るが、
現在、
ネガミ
の一
人(ヘ
ナジャi)
が
数名の
支

持者と単独の
行動をしている。
シヌグ祭間の
際の単独祈願も周聞を
驚かす

行動であっ
たが、
この
清明祭においても自らが主催すべきであるとして単

独
祈願を試み、
そのうえマンナルン
チに集まっ
た一行より一足先に
祈願を

すませてしまっ
たので 、
またも周囲からは特
異な眼で見られる結果となっ

た。
この当のネガミ
は、
そのように行動するこ
とこ
そ
大切であるとい
う、

図 1
7 

〈渡久地〉
く辺名I也〉

(主トすビ岱

八

/、九

〈大j兵〉
コユ/

辺名地には居住していないユタの判断を信じているわけである。
ムラ
の行

事が
繰り返されるたび
に、
マンナルン
チとへ
ナジ
ャlの二
つの
家(ヤl 、

家筋)
の葛藤も深刻化しているのである。
ユタの判断、が
影響を与えてい
る

点はもう一つある。
それは、
テラグン
ジン
の拝所が二つ存在するこ
とであ

る。
本来、
下のテラグン
ジン
のみが
拝まれ、
上のテラグンジンは存
在して

頃に、
いなかっ
たといわれてい
る。
ところが、
ある古老の話では、
彼が未だ
幼い

どこの人か分らないユタの
判断によっ
て、
上のテラグンジンを開く



こと
を指示され
たの
だという。
そして、
その
理由も定かでないまま
に、
拝

所
は
勝手に移動させ
られ、
ム
ラの人
びと
は
何の
疑いもなくそれに
従っ
たの

だとい
う 。
ところで、
理想的な
拝む順序は、
まず上のテラ
グンジン、次い
で

崖下の
墓 、
最後に下の
テラ
グ
ンジンの
順であるという。
だから
マンナルン

チ
一行
は 、
止むなく
ヘ
ナジ
ャl一
行の
拝みが終了
す
るの
をしばらく待っ
て

、F担割込、

、νふJ、刀
一
向に終る気配
もないので、
とうとう順序をちがえ、
先に崖の
中

ほどにある
墓へ参っ
たのである。
墓は、
サンゴ
塊を積み重ねた、
人の背丈に

あまる壁で
固まれ、
その
中には数多くの人
骨が散乱し、
大きな
費からは頭蓋

骨が見えている(写
真
31
いっ
たい誰の
骨であるのか、
また辺名地の人

び
との
祖先の
骨なのかどうかさえ
明確ではないのだが、
ム
ラの地域内にあ

るの
で、
おそらく祖先であろうと考え、
旧来から
清明祭のときに拝むよう

慣例化してきた
という。
が基山

の
前には、
やっ
と一人が供物をささげ、
拝

むだけの余裕しかない小道、があるだけで、
その下はまた崖となっ
ている。

おりて来た男性達は墓に向っ
て
横一列に並び
拝んだ。
供物は、
餅の入っ
た

重箱
を
向っ
て右に置き、
天
ぷら、
蒲鉾などの
入
っ
た重
箱を左へ
置く。

ナ
ル
ン
チの当主(ノロ
の弟)
が中心となり、
線香
を
焚き、
合
掌する(写
真

41
 一行は供物を形ばかり口にして再び合掌し、
冥土のお金といわれる

ウ
チ
カ
ピ
を燃
すと、
すぐに帰
り仕度をし、

崖を登っ
た。
この間二十分足ら

ずであっ
たが、
へ
ナ
ジ
ャ!一行がまだ上のテラ
グンジンでの拝みを続行し

ているので、
マンナルンチ一行は止むな
く下のテラグンジンへ向っ
た。

下のテラ
グンジ
ンでは、
男女全員が参加して供物を崖下のM墓w
で並べ

たように、
向っ
て右に丸餅の重箱 、
左に天ぷら、
清鉾 、
三
枚肉の
揚げ物など

の
料理が詰められた重箱を置く。
香炉の手前に箸と泡盛の入っ
た盃が置か
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辺
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の
社会人
類
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れ、
ノロ
の
姉であるネ
ガミと
マ
ン
ナ
ル
ン
チの
当主が最前列
に
着座し、
参加

者全員が、
その
背後に座っ
た
(写真5)。
参加者の顔ぶれは松田問中8人

〈足に疾患のあるノロ
は今回は参加せず、
その娘が代理参加。
この
娘は
厳

密には松田
門中の成員ではないが、
ここでは成員と見なされている) 、
仲村

門中1人 、
仲里問中1人、
その他の
門中あるいは村溶の成員2人 、
計ロ
人

である。
前稿で示したシヌ
グ祭把で神役組
織を構成する諸
門中や行事過程

に特定の役割をもっ旧家のうち、
島袋門中は今年に限つ
ての不参加、
また

辺名地に居住していない大城門中は近年不参加であるとはいえ、
この場合

には、
古くからの重要な
門中の代表がほ
ぼ顔を揃えているわけである。
こ

れ以外に前稿でも指摘したように、
辺名地には村落人口のほぼ半
数に達す

る
渡口問中があるのだが、
この
門中は、
本部町・
崎本部からの寄留(移入

者)
であるという理由で、
このムラシlミー
には参加せず、
渡口門中成員

の
みでこの日に、
別個に清明祭を行っ
ている。
すなわち、
辺名地では清明

の入り日に、
松田
門中のマンナルンチを中心としたムラシ!ミl 、
そして同

て亨
ン

じ松岡問中の別の一派ヘ
ナジャー
を中心にした
門中ないし個人シlミ1 、

さらに
渡口門中のシlミ!というように、
三グループに分れて
清明祭が
行

われているわけである。
下のテラ
グンジンで行われるムラシlミlは、
本

来ノロ
の拝みによっ
て開始されるのであるが、
今年はノロ
が欠席のため 、

姉のネガミが低い
芦で、
ほとんど聴きとれない唱えを行い、
十分間ほどで

終了した
(写真61
全員で拝んだ
後 、
ウチカビ
を香炉の上で、
壕(洞穴)

に向う
形でマン
ナルンチの当主が燃やし、
最後に、
灰に泡盛をかけて
火種

を消した。
これで厳
粛な祖先への拝みは
終了し、
各家々
で作っ
てきた
料理

で会食となっ
た。

九
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残っ
てし
まっ
た、
上の
テラグンジンへの
拝みは、
ヘ
ナジャlの
一行がや

っ
と去っ
たあとで、
マンナルンチの
当主だけが行き、
下のテラグンジンで

拝んだ形式と同様に重箱を置き、
線香をあげ 、
ウチカビ
を燃やした。
そし

てふたたび下のテラグンジンへ戻り、
持参の
重箱の
料理を交換して会食が

続けられた。
しかし、
小雨は止まず午後三時には、
切上げて
全員帰途に着

いた。
そして、
さらに前述の
ように、
この
清明入り日またはその
後日、
各

問中や個人でもシlミーが行われるわけである。
ところで
清明祭がム
ラ・

門中・個人の
どのレ
ベル
でなされるにしても、
日時や墓参の
場が異るだけ

で、
祭記の
儀礼内容その
ものはほ
とんど変わりないといわれる。
しかし、

門中シ
iミiの

方式・規
模やそれを行うための財政的基盤については 、

れぞれの
門中によっ
て、
かなりの
特徴がある。

〈松田門中のシiミi〉

松田問中のシlミlは、
ム
ラシiミl後の
日
曜日を選んでやる。
辺名地

の
草分けとされる門中だけに、
前述の
如くム
ラシlミlにおいても絶大な

リーダーシップ
を保持しているから門中としてもム
ラシiミlに力点、か
あ

り、
したがっ
てこの
門中の
シ!ミーでは門中独自の
儀礼を営むわけではな

く
一通りの
行事過程をそのまま
繰り返すだけである。
また、
マンナルン

チは人びとの意識の
中で
宗家として熟知されてはいるが、
戦災で、
文書
や

家譜・
位牌などをすべて失っ
てしまっ
たという。
松田
門中がマン
ナルン
チ

を宗
家として一つにまとまり難い状況
||典型的にはへ

ナジャ!の
分派的

行動など
liを作り出した一因がこの辺りにあるとも考えられる。

ム
ラシ

iミiでの
別行動と同様に、
へ
ナジャ!のグループ
は門中シ!ミーでも、

やはり別行動をと
る。
墓参に持っ
ていく一切の料理は 、
どちらのグループ

。

も各自の
持寄りで賄われ、
門中全体で行事を運営するための
費用を特に徴

収することはしない。

〈仲村門中のシiミl〉

前稿で触れたように、
渡久地の
「ノロ
辞令書」
をもち、
シヌグ
祭加でウ

ンナレ
lト

神が
訪問する仲村家は、
仲村問中の
一宗
家である。
その
仲村門

中の
祖先(タチクチ)
は、
具志川(本島中部)
の
按司を務めていたという。

その
後、
今帰仁へ移り、
さらにその分れの
長男パラが並里(本部町)
に、

次男パラがこの辺名地に
居住したと伝承
されている。
今日まで十八代続い

ているというが、
系
譜を明確に遡れる世代は四代
前までであり、
古い
位牌

そ

もあるにはあるが、

一つの
香炉により象
徴されている
(図2

それ以上は

参照)。
ム
ラシlミーをおえた後、
最初の
日曜日に、
成員が
申し
合わせ、

今帰仁へ墓参に行く。
一方、
町内の
渡久地、
瀬底、
並里や那覇へ出ている

成
員も辺名地に戻っ
てきて、
午前中に
門中シlミー
を行うが、
午後に
散会

し、
それから個々
の
家の
墓に参る個人シlミーを行う。
墓参の
料理は持寄

りである。
この
門中は
松田
門中のように
部落内に成員が集住しておらず、

広い地域に分
散しているから清明祭の
他にも部落内の
成員と渡久地や瀬底

に居住してい
る成員とが旧正月六日と五月五日に、
宗家に集っ
て
門中拝み

を行っ
ている。
このときも宗家がもてなすのではなく、
各人が料理を持寄

っ
て会食し、
墓参はしない。
この
他さらに、
七年マlル!
とか三
年マlル

ー
とかよばれる、
七
・一二

年毎の
門中シlミー
が行われている。
これは、
こ

の
門中の
伝説上の
祖先が南部から北部へ移動してくる際に、
世話になっ
た

家々
の墓に参り 、
また祖先が水を飲んだと伝承される井戸(中部の
嘉手納

にある)
や祖先にまつわる首里の聖地
(三ケ
所〉
を巡拝して来るものであ
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ワ
ア

ムへ北
里)

る 。
車
や
パ
ス
を
借
り

切
る
大
掛
り
な
旅
行
で 、
三
年
マ
l

ル
i

は
三
年
に一
度
の
日

帰
り 、

七
年
マ
i

ル
は
七
年
に一
度
の一
泊
二
日
の
日
稜
を
組
む 。
こ
れ
を
東
廻
り
と

も
い
う
が 、
周
知
の
如
く 、
同
様
な
も
の
は
各
地
の
門
中
に
み
ら
れ
る 。

こ
の
よ
う
に
仲
村
門
中
の
シ
l
ミ
i

は 、
明
確
な
系
譜
に
基
づ
く

祭
杷
と
い
う
よ
り

は 、
伝
説
的
な
系
譜
に
由
来
す
る
大
規
模
な
祭
施
行
事
が
盛
ん
な
の
だ
が 、
そ
の
た
め

の
経
済
的
な
負
担
は
強
制
さ
れ
ず 、
半
ば
自
由
な
参
加
に
な
っ
て
い
る 。

〈
仲
里
門
中
の
シ
!
ミ
l〉

こ
れ
も
前
橋
で
指
摘
し
た
よ
う
に 、
シ
ヌ
グ
祭
租
の
ウ
ン
ナ
レ
l
ト

神
が
訪
問
す
る 、

も
う一
つ
の
旧
家
が
仲
里
家
で
あ
る
が 、
仲
里
問
中
の
宗
家
は 、
町
内
の
備
瀬
に
あ
り 、

次
男
パ
ラ
が
渡
久
地
に
あ
る 。
辺
名
地
の
は
三
男
パ
ラ
に
あ
た
る
と
い
う 。
こ
の
問
中

の
系
譜
認
識
は
具
体
的
に
は 、
一一一
代
前
ま
で
し
か
遡
れ
ず 、
ま
た
他
系
(
小
浜
家)
か

ら
の
養
取
継
承
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て 、
門
中
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い 。

し
た
が
っ
て
問
中
シ
l
ミ
i

は
行
わ
れ
ず 、
た
だ
泊
五
月
十
五
日
に
備
瀬
の
宗
家
で
行

わ
れ
る
カ
ミ
オ
ガ
ン
に
は 、
成
員
が
重
箱
に
料
理
を
詰
め
て
参
加
す
る 。

〈
大
城
門
中
お
よ
び
島
袋
門
中
の
シ
1
5
1〉

前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に 、
シ
ヌ
グ
祭
加
の
際
に
ウ
ン
ナ
レ
l
ト

神
や一
日
神
を
演

ず
る
大
城
門
中
は 、
現
在 、
辺
名
地
に
居
住
者
が
い
な
い
か
ら
と
く
に
清
明
の
期
間
に

合
わ
せ
た
祖
先
祭
記
は
行
わ
れ
て
い
な
い 。
ま
た 、

乞計 ャ

ji

f-

-
グ
祭
把
で一
日
神
を
演
じ
る
女
性
を
中
心
に
し
て
清
明
の
最
初
の
日
曜
日
に 、
辺

一
日
神
を
出
す
島
袋
問
中
で
は 、

ナ
ン
ザ
1

ャ
ー

ム(辺名地)

豆

名
地
在
住
の
数
人
で
シ
l
ミ
ー

を
行
う 。
し
か
し
他
出
者
が
多
く 、
系
譜
も
不
明
確
で

あ
り 、
ユ
タ
の
判
断
で
も
ど
こ
が
宗
家
で
あ
る
の
か一
致
せ
ず 、
祖
先
祭
杷
も
定
形
を

な
さ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る 。

以
上
が 、
地
付
き
の
旧
来
か
ら
の
各
門
中
に
み
ら
れ
る
シ
i
ミ
l

の
概
略
で
あ
る
が 、
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辺名地では最大でありながら移入者である
渡口
門中で

は如何であろうか。

〈渡口
門中の
シ12
1〉

渡口
門中は寄
留(移入者)
といわれている
門中で、

前述の
如く、
寄
留なるが
故にム
ラシlミーには不参加

である。
この
問中の
始
祖が首里から崎本部を経て、
こ

の
辺名地へ寄
留したの
が、
い
つ
頃か正確には判らない

が 、
そ
う
古
く
は
な
く
若
干
の
伝
承
か
ら
お
そ
ら
く 、
百
二 、

三
十
年
前
ぐ
ら
い
で
は
な
か
ろ
う
か 。
し
か
し 、
成
員
は
辺
名

地に集住し、
辺名地では最も多い十八世帯を数える。

そ
れ
ら
は
ム
ト
ゥ

ヤ
!

っ元
家 、
宗
家)
か
ら
分
れ
た
メ
l
ウ

フ
ヤl 、
ウエク
ブ、
ウイヌヤlグァ
! 、
ミlャ! 、
ア

ヤ
マ
ヤ
l

ガ
l 、

カlヌ
ハタといっ
た屋号の
家々
が、

すべ
て互いに明確な系譜認識をもち、
辺名地における

最大規模の
門中で、
その
構成も図の
如く明確である(図

3、
参
照) 。
問
中
シ
l
ミ
i

は 、
清
明
の
入
り
日
に
行
わ
れ 、

ム
ラシlミ
!とほぼ

同時
刻に墓参をする。
つ
ま
り 、
ム

ラシlミーには全く参加しないの
である。
ム
ラシlミ

ーへ
区からの
経費
助成がなされるようになっ
てから、

この
門中の
人びとも村民として自由に参加できるよう

になっ
たわけなの
だが、
やはり旧
来からの
やり方を
踏

襲し、
この
日に
門中シlミーを行うのだという。

定

の
神役はニの
門中にはおかれて
いないが、
祭租は宗家
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の
当
主
が
主
催
し
て
い
る 。
祭
記
の
内
容
は
ム
ラ
シ
l
ミ
l

の

記
述
で
示
し
た
や
り

方
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る 。
そ
し
て
個
人
シ

ー
ミ
i

は
各
家
で 、
部
落
か
ら
他
出
し
て
い
る
家
族
が
帰
る
の

を
待っ
て
日
曜
日
に
行
う
と
い
う 。

と
こ
ろ
で
他
の
門
中
が
各
人
の
料
理
の
持
寄
り
に
よ
っ
て
会

(ウィヌヤーグァー〉

食
が
行
わ
れ
る
の
に
対
し 、
渡
口
門
中
は
年
会
費
を
徴
収
し 、

運
営
し
て
い
る 。
ち
な
み
に
昭
和
五
七
年
度
会
費
は一
人
あ
た

り
百
円
で 、
子
供
も
含
め
て
家
族
人
数
分
だ
け
徴
収
さ
れ
た 。

こ
れ
は 、
清
明
祭
の
東
廻
り
の
登
首
人
の
旅
行
費
用
を
援
助
し 、

ま
た
旧
五
月
十
五
日
の
カ
ミ
オ
ガ
ン
の
際
の
会
食
費
の
補
充
に

(ウエクブ〉

利
用
さ
れ
る 。
カ
ミ
オ
ガ
ン
の
際
の
協
議
事
項
は 、
翌
年
の
清

明
祭
に
お
け
る
東
廻
り
を
行
う
登
首
人
の
選
定
や
収
支
決
算
報

告
が
主
な
も
の
で
あ
る
が 、
か
つ
て
十
数
年
前
に 、
こ
の
問
中

の
始
祖
の
母
方
の
位
牌
祭
租
の
是
非
が
論
議
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
(
写
真
7・
日
参
照)刷 。

な
お 、
こ
の
門
中
の
伝
説
的
遠
祖
と
さ
れ
る
張
氏
の
清
明
祭

は
そ
の
墓
の
あ
る
那
覇
に
住
む
成
員
が
主
催
し
一
世
帯
あ
た

り
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ 、
辺
名
地
で
は
宗
家
の
当
主
の

み
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る 。

〈
寄
留・
大
城
門
中
の
シ
1
5
1〉

こ
の
門
中
は 、
シ
ヌ
グ
祭
聞
の
際
に
ウ
ン
ナ
レ
1
ト

神
や

日
神
を
演
じ
る
前
記
の
大
城
門
中
と
は
別
個
の
寄
留
の
門
中

で 、
宗
家
は
南
部
の
糸
満
市
に
あ
り 、
四
月
の
第
二
日
曜
日
に
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そ
こ
で
問
中
シ
l
ミ
ー

を
行
う

(
図
4
参
照) 。

辺
名
地
か
ら
糸
満
ま
で
乗
用
車
で
三
時
間
ほ
ど
か
か
る
の
で
都
合
の
つ
く
人
た
ち
が

数
名 、
辺
名
地
を
代
表
し
て
参
加
す
る 。
参
加
で
き
な
い
家
々
は
寄
付
金
(
昭
和
五
七

年
で一
J

二
0
0
0
円)
を
出
し
合
い 、
餅
や
料
理
の
材
料
を
買
い
求
め 、
天
ぷ
ら 、

蒲
鉾 、
豚
肉
な
ど
を
調
理
し
て
重
箱
に
詰
め
て
参
加
者
に
託
す 。

一
方 、
辺
名
地
内
で
の
シ
l
ミ
1

は 、
ム
ラ
シ
i
ミ
!

の
後
に
婦
人
た
ち
が
相
談
し

て
日
を
決
め
る 。
前
日
に
墓
の
周
囲
の
草
を
刈
り 、
当
日
午
前
中
に
料
理
を
作
る 。
午

後
二
時
頃
に
先
ず
松
善
の
墓
と
仲
宗
根
太
郎
の
墓
を
拝
む 。
一
時
間
ほ
ど
そ
こ
で
会
食

( コ ザ)

を
し
た
後
に 、
各
家
々
の
墓
に
参
る 。
料
理
と
泡
盛
は
松
善
と
仲
宗
根
太
郎
の
墓
の
た

め
の
も
の
と 、
各
家
の
墓
の
た
め
の
も
の
と
別
々
に
用
意
す
る 。

注
川
琉球王
室に
よ
る
清
明の
墓
参の
制度
化が
文
献上で
は一
七二
八
年と
考
証され 、
そ

の
頃 、
帰
化人の
子
孫であ
る
唐
栄人が
久米
島でこ
れ
を
行っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
か

ら 、
清明
祭の
上
限は
お
そ
ら
く一
八
世
紀
初め
と
みなし
て
よか
ろ
う
(
小
川
徹 、
一
九

七
O 、
窪
徳忠 、
一
九八一 、
八
頁) 。

凶
比
嘉(一
九八二 、
四七
頁)

同
比
嘉(一
九八二 、
四
六t
七
頁〉
な
お
韓
国の
問中(ム
ン
ヂュ
ン)
で
は
清明
祭は

ないが 、
寒
食日
(
冬至
後一
O五
日
目で
清
明の
翌日)
に
五
代
祖
以上の
祖
先に
対
す

る
墓
前
祭の
時祭(シ
ヂエ)
が
行わ
れ
る
11全
羅南
道求
礼郡の
班
村に
お
ける
順天

朴
氏門
中。
時
祭は 、
順天
朴
氏
文
粛公
派の
始
祖か
ら
数えて
十
世の
後
孫が
求
礼に
入

郷し
たの
で 、
この
十
世と
十一
世の
た
め
の
祭杷で
ある
十
月十
日の
もの
が
最大で 、

以下
十二
t
四
世の
時祭もそ
れ
ぞ
れ
あ
り 、
寒
食日の
は
上
記の如く 、
五
代祖
以
上の

すべ
て
に
対
する
もの
と
され
て
い
る 。
この
他に
四
代
祖(
高
祖)
以下
に
対し
て
は 、

忌日に
家
内で
行われ
る
忌
祭(キ
ヂエ)
や正
月や
秋
タ(八
月十五
日 、
日
本
の盆に

あたる)
な
どの
名節に
各
家
庭で
営ま
れ
る
茶
礼(
チア
リエ)
が
ある 。
忌祭
は
とも

か
く 、
時
祭と
くに
十
月十
日に
は
村内の
問
中
員
ハ四
十
戸)
は
も
ちろん 、
全
国に
散

在
する
約四
O
O
戸の
門中
員が
参
一集
する
もの
と
されて
いる
から 、
その
規
模は
まこ



とに
盛
大で
ある 。
ま
た
現在
の
宗家
当主が二
四
世だか
ら 、
嫡
系でな
い二
男
以下
の

系
統に
おい
て 、
すで
にい
くつ
か
の
支
系・
傍
系が
で
きて
お
り 、
そ
れ
らが
各々
営む

時祭
もあっ
て
(
私
門
中、
サム
ン
ヂュ
ン) 、
門
中
組
織全
体とし
ては 、
か
な
り
複雑

な
様相が
みら
れる
(
竹回日一 、
一
九八三 、
一
九七
t二
O八
頁) 。
韓
国の
場
合と
沖

縄で
は 、
歴
史
的背
景や
諸
条
件がい
ろい
ろ
異る
か
ら 、
すぐに
は
比
較で
きない
が 、

右
のよ
うな
韓
国
門
中の
諸事
実は
沖
縄
の
門
中を
考
察
する
際 、
多く
の示
唆を
提
供
す

る
も
のと
思
う 。

凶
比
嘉(一
九八二 、
四
七
頁)

同
テ
ラグン
ジン
の
語
源につ
い
て
は
正
確なこ
とは
不
詳だが 、
宮
家
準
の調査
資
料 、が

参
考に
なる
か
と
思う 。
即ち
沖縄
本
島を
中心
と
し
た
広
域
調査で
は 、
沖
縄
の
神
社

(
権現 、
グン
ギン〉
の多く 、が
海岸近く
の
洞
窟を
本
殿と
し
て
い
る
が
ーーそ
の
本
殿

に
あて
ら
れて
い
る
洞
窟内に
骨やビ
ジ
ル
(霊
石)
が
紀
ら
れて
い
る
||』そこに
テイ

ラ
と
呼ば
れる
拝
所が
ある 、
とい
う 。
辺
名
地で
もグン
ジン
は
権
現だ
とさ
れ 、
ま
た

テ
ラ
グン
ジン
の
ある
場所は 、
たし
か
に
海
岸
近く
のうっ
そ
う
たる、調
窟で
あっ
て 、

本
文に
み
る
如
くそこに
骨
やピ
ジ
ル
らし
き
も
のが
置かれ
てい
る
(
宮家 、一
九七
六 、

三
八二
t三
頁〉 。

倒
こ
のと
きは
千里
眼(ユ
タ)
に
代
表長が
何回か
足をはこ
び
判じて
もらっ
て
は
議

論し
た 、が 、
結局そ
の
位粋は
現在で
も元
家に
和ら
れて
い
る
(
次
章凶・
附で
後
述) 。

四

辺
名地の
門
中組織
11ーその
表
章と
観念

問
中
は
あ
る
意
味
で
は 、
沖
縄
親
族
組
織
の
典
型
と
さ
え
考
え
ら
れ
て
い
る
が 、
二

章
で
触
れ
た
よ
う
に 、
そ
れ
は
主
に
本
島
の
南・
中
部
に
顕
著
で
あ
っ
て 、
北
部
で
は
宋

発
達
な
い
し
形
成・
確
立
過
程
に
あ
り 、
そ
の
変
差
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る 。
前
章
で
は 、

問
中
を
中
心
に
し
た
祖
先
祭
杷
の
諸
相
を
清
明
祭
に
お
い
て
考
察
し
た
が 、
本
章
で
は

円
中
組
織
の
諸表
章と
そ
れ
に
関
わ
る
観念
に
つ
い
て 、
辺
名
地
で
は
如
何
な
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
か 、
を
検
討
し
て
み
た
い 。
一
般
に
門
中
組
織
の
制
度
的
な
表
章
及
び

そ
れ
に
関
わ
る
観
念とし
て
は 、
川
家
譜 、
凶
門
中
墓、
同
墓
所 、
川
位
牌、
同
祖
先

沖
縄辺
名
地の
社会人
類
学的
調査
E 

祭
記
(
H

清
明
祭)

同
父
系
嫡
男
相
続
制 、
川
養
子
同
門
制 、
附
他
系
混
入
と
兄
弟

重
合
の
禁
忌 、
川
「
門
中」
の
称
呼 、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
るω 。
そ
し
て
云
う
ま
で

も
な
く 、
こ
れ
ら
は
すべ
て 、
先
に
二
章
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
問
題
で
あ
る 。
と
こ
ろ

で 、
二
章
で
予
め
断
っ
た
よ
う
に 、
北
部
門
中
組
織
に
関
わ
る
重
要
な
諸
問
題
を
辺
名

地
の
諸
事
実
に
即
し
て
検
討
す
る
に
は 、
わ
れ
わ
れ
の
調
査
資
料
は
極
め
て
不
十
分
な

の
で 、
ここ
で
は
と
り
あ
えず、
右
の
諸
要
素
に
つ
い
て
辺
名
地
の
場
合
を
概
括
的
に

検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う 。

) l

 

(

 

家
譜

首
里
王
朝
時
代 、
尚
貞
王
の
頃
に
系
図
座
が
創
設
さ
れ 、
士
族
に
家
譜
を
編
纂
させ 、

そ
れ
を
保
管
させ
て 、
士
族
に
と
っ
て
の
身
分
保
証
の
根
拠
に
し
た
と
い
う 。
し
た
が

っ
て
家
譜
は
旧
土
族
層
で
は 、
門
中
本
家
に
保
管
さ
れ 、
今
日
で
も
門
中
結
合
の
核と

し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
し
て
い
る
が 、
辺
名
地
の
門
中
は
い
わ
ゆ
る
百
姓
門
中
で
あ

っ
て 、
家
譜
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い 。
今
日 、
辺
名
地
の
門
中
が
自
ら
の
出
自
を

確
認
し

理
解
す
る
た
め
の
家
譜
に
代
る
も
の
と
し
て
は 、
残
さ
れ
た
位
牌
や
伝
承
に
よ

っ
て
再
現
さ
れ
た
メ
モ
だ
け
で
あ
る 。
そ
れ
を
文
書
と
し
て
所
有
し
て
い
る
門
中
は 、

仲
村
門
中
と
渡
口
門
中
の
み
で
あ
っ
て 、
他
の
門
中
に
は
そ
れ
も
な
い
(
図
2・
3
参

照〉。

そ
し
て
渡
口
門
中
の
も
の
よ
り
も 、
仲
村
門
中
の
文
書
の
方
が
や
や
格
式
が
あ

る
よ
う
で 、
仲
村
門
中
で
は 、
そ
れ
を
正
月
六
日
と
旧
五
月
五
日
の
問
中
拝
み
の
日
に

宗
家
で
問
中
成
員
に
限
っ
て
公
開
し
て
い
る 。
こ
れ
は 、
こ
の
宗
家
に
上
述
の
よ
う
に

「
ノ
ロ
辞
令
書」
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば 、
何
か
符
合
す
る
も
の
を
感
ず
る 。
と
こ

ろ
で 、
こ
の
両
門
中
の
文
書
ハ
系
譜
図)
に
共
通
し
て
い
る
の
は 、
始
祖
が
南
部か
ら

や
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と 、
そ
し
て
そ
れ
が
個
人
名
で
は
な
く 、
按
司
あ
る
い
は
親
雲

上 、
筑
登
な
ど
の
役
職
名
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と 、
さ
ら
に
世
代
遡
及
深
度
が
比
較

一
五
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的
浅
い
系
譜
図
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る 。
わ
ず
か
二
例
か
ら
で
は
憶
測
に
過
ぎ
な
い

が 、
こ
う
し
た
点
は
最
近
に
な
っ
て
つ
く
ら
れ
た
系
譜
図
(
家
譜)
の一
つ
の
特
徴
を

示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に 、
辺
名
地
の
草
分
け
と

さ
れ
る
松
田
門
中
に
家
譜
が
現
存
し
な
い
の
は 、
そ
の
草
分
け
の
確
証
を
明
示
し
得
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り 、

既
述
の
如
く
シ
ヌ
グ
祭
把
や
ム
ラ
シ
l
ミ
ー
を
主
催
す
る
ノ

ロ
の
適
否
を
め
ぐ
っ
て
物
議
を
か
も
す
の
も 、
そ
れ
が一
因
だ
と
考
え
ら
れ
る 。
松
田

門
中
の
マ
ン
ナ
ル
ン
チ
と
へ
ナ
ジ
ャ
l

の
対
立
は 、
こ
の
点
か
ら
ま
だ
当
分
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る 。
渡
口
及
び
仲
村
門
中
(
と
く
に
前
者)
の
よ
う
に 、
辺
名
地
で
は
新

し
い
中・
南
部
か
ら
の
移
入
者
の
問
中
に
お
い
て 、
門
中
組
織
の
分
枝
が
明
瞭
で
あ
る

の
に 、
草
分
け
の
松
田
門
中
で
そ
れ
が
不
明
確
で
あ
る
の
は 、
北
部
と
中・
南
部
の
門

中
組
織
の
丹
念
な
比
較
を
し
な
い
と
何
と
も
云
え
な
い
が 、
問
中
組
織
が
南・
中
部
か

ら
北
部
に
浸
透
す
る
過
程
で 、
一
体
ど
ん
な
事
態
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か:・
: 、

問
題

を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う 。

戦
災
で
無
く
し
た
と
さ
れ
る
(
そ
の
真
偽
も
定
か
で

は
な
い)
松
田
門
中
の
家
譜
が
あ
れ
ば 、
こ
の
聞
の
事
情
は
も
っ
と
は
っ
き
り

す
る
か

も
し
れ
な
い
が 。

(2) 

円
中
墓

門
中
の
成
員
すべ
て
が一
つ
の
墓
に
納
ま
る
と
い
う

本
来
の
典
型
的
な
「
門
中
墓」

は
辺
名
地
に
は一
つ
も
な
く 、
ほ
と
ん
ど
家
族
単
位
の
墓
(
チ
ネ
l

パ
カ) 、
い
わ
ゆ

る
比
嘉
政
夫
の
い
う
家
筋
単
位
の
墓
で
あ
る 。
但
し 、
松
田
問
中
に
は一
応 、
か
っ
て

は
門
中
墓
だ
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
ふ
し
の
あ
る
亀
甲
墓
が
あ
る
(
写
真
8) 。
様
式
と

し
て
は
出
い
亀
甲
墓
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り 、
ほ
と
ん
ど
が
比
較
的
新
し
い
家
形
の
墓

で
あ
る(
写
真
9

V
個
人
シ
!
ミ
ー

に
は 、
各
家
族
が
そ
の
家
の
墓
に
参
る
が 、
門
中

シ
l
ミ
ー

に
は 、
宗
家
の
墓
あ
る
い
は 、
そ
の
中
で
も
系
譜
の
遡
り
う
る
最
も
旧
い
祖

ムノ、

先
の
墓
に
参っ
て 、
そ
こ
で
会
食
を
す
る 。
墓
の
内
部
は
数
段
の
階
段
状
に
な
っ
て
お

り 、一
番
奥
に
祖
先
の
骨
壷
を
置
き
二
番
手
前
に
最
近
亡
く
な
っ
た
人
の
骨
壷
を
置
い

て
あ
る 。
夫
婦
は
墓
に
向っ
て
左
に
夫 、
右
に
妻
の
骨
壷
を
置
き 、
後
妻
が
い
る
場
合

は
夫
の
左
に
置
き 、
同
列
と
す
る 。
こ
れ
が
グ
シ
ョ

(
墓
場)
で
の
さ
ま
り
で
あ
る
と

い
う 。
ま
た 、
離
婚
し
て
実
家
に一
戻
っ
た
女
性
に
つ
い
て
は 、
本
来 、
同
じ
門
中
の
成

員
で
あ
る
か
ら
同
じ
墓
に
入
れ
て
も
よ
い
と
す
る
場
合
も
あ
る
が 、
問
中
墓
の
傍
ら
に

簡
単
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
の
H

基山
を
特
別
に
造
る
こ
と
も
あ
る

11
松
田

門
中
の
例
(
写
真
凶) 。
い
ず
れ
門
中
成
員
と一
緒
に
す
る
の
か

あ
る
い
は
仮
り
の

M
墓N
の
ま
ま
で
置
か
れ
る
の
か 、
そ
の
辺
り
の
判
断
は
不
明
確
で 、
や
が
て
そ
の
決

定
を
ユ
タ
に
委
ね
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る 。

(3) 

墓
所

遠
い
先
祖
の
墓
所
と
さ
れ
て
い
る
の
は 、
前
章
で
触
れ
た 、
ム
ラ
の
西
方
に
位
置
す
る

テ
ラ
グ
ン
ジ
ン
で
あ
る 。
そ
こ
に
は 、
他
界へ
通
じ
る
と
さ
れ
る
こ
つ
の
洞
穴
(
上
と

下
の
テ
ラ
グ
ン
ジ
ン)
と
崖
下
の一
角
に
サ
ン
ゴ
の
壁
で
固
ま
れ
た
洞
穴
の
H

墓H
が

あ
る
(
図
1

及
び
写
真
3
1
6
参
照) 。
こ
の
洞
穴
墓
の
人
骨
は 、
ど
の
問
中
の
ど
の
家

の
祖
先
と
も
特
定
で
き
な
い
も
の
で 、
前
述
の
よ
う
に
ム
ラ
シ
i
ミ
i

の
と
き
だ
け 、

ノ
ロ
を
中
心
と
し
た
松
田
門
中
や
そ
の
他
の
村
人
た
ち
が
参
る 。

辺
名
地
部
落
外
の
墓
所
と
し
て
は 、
各
門
中
成
員
が
三
年
あ
る
い
は
七
年
に一
度 、

東
廻
り
を
す
る
際
の
遠
祖
に
ま
つ
わ
る
墓
や
聖
地
及
び
井
戸
な
ど
が
あ
る 。
前
述
の
よ

う
に 、
仲
村
問
中
の
場
合
は 、
嘉
手
納 、
石
川 、
浦
添 、
首
里
な
ど
十
数
ケ
所
に
及
ぶ 。

な
お
仲
村
門
中
の
宗
家
に
は 、
今
帰
仁
に
あ
る
こ
の
門
中
の
遠
祖
の
墓
所
を
拝
む
。

ぉ

通
しH
(
拝
所〉
が
屋
敷
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る 。
ま
た 、
渡
口
門
中
の
東
廻
り
は
那

覇
で
あ
る 。
総
じ
て 、
松
田
の
よ
う
な
地
付
き
の
門
中
と
渡
口
あ
る
い
は
仲
村
の
よ
う



な
後
か
ら
の
移
入
者
の
門
中
と
で
は 、
墓
所
や
拝
所
の
観
念
に
距
り
が
あ
る
よ
う
に
感

ぜ
ら
れ
る 。

(4) 

位
牌

辺
名
地
の
家
々
で
は 、
ほ
と
ん
ど
が
衝
立
形
式
の
位
牌
(
位
牌
立
て)
で
あ
り 、

れ
は
二
番
座
に
あ
る
先
祖
棚
の
最
上
段
に
置
か
れ
で
あ
る 。
そ
し
て
門
中
の
宗
家
(
元

家)
に
は一
番
座
に
伝
説
上
の
祖
先
を
杷
る
香
炉
が
あ
る
(
写
真
日) 。
〔
前
稿
の
図
4

参
照〕

位
牌
立
て
の
中
央
に
は
「
帰
真」
・

「
霊
位」
と
書
い
た
札
が
位
置
し 、
そ
の

両
側
に
祖
先
の
位
牌
(
名
札)
を
世
代
の
古
い
順
に
右 、
左
と
交
互
に
並べ
て
い
く 。

代
々
の
当
主
が
上
段
で 、
そ
の
妻
が
下
段
に
置
か
れ
る
(
写
真
ロ) 。

辺
名
地
で
も
兄
弟
重
合
(
チ
ョ
i

デ
カ
サ
パ
イ)
の
禁
忌
が
あ
り 、

他
出
す
る
以
前

に
亡
く
な
っ
た
弟
の
位
牌
は 、
台
所
の
棚
に
置
く
か 、
あ
る
い
は
同
じ
棚
に
並べ
る
と

き
は 、
と
く
に
別
の
衝
立
を
す
る
こ
と
に
よ
り 、
こ
の
習
俗
を
か
ろ
う
じ
て
守っ
て
い

る 。
こ
れ
は
他
系
混
入
(
タ
チ
イ
マ
ジ
ク
イ)
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
(
写
真
口 、
川間

で
後
述) 。
盆
の
ウ
ン
ケ
i

(
盆
迎
え 、
旧
七
月
十
三
日)
に
は
当
主
が
位
牌
立
て
を
棚

か
ら
お
ろ
し 、

位
牌
を一
つ一
つ
は
ず
し 、
丁
寧
に
水
洗
い
す
る 。
こ
れ
を
H

行
水山

と
よ
ん
で
い
る 、が 、
縁
側
の
タ
ラ
イ
の
中
で

「
御
先
祖
さ
ん
が 、
ァ
l

気
持
が
良
い

と
い
っ
て
い
る」
と一五
い
な
が
ら 、
丁
寧
に
位
牌
を
洗
っ
て
い
る
様
子
は 、
ほ
ん
と
う

に
行
水
と
い
っ
た
風
情
で
何
と
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
(
写
真
日) 。

な
お 、
こ
の
と
き
新
盆
の
家
で
は
新
仏
以
外
の
位
牌
に
は 、
位
牌
立
て
ご
と
白
紙
が

貼
ら
れ
る
(
写
真
H) 。

ウ
l

ク
イ
の
日
(
盆
送
り 、

十
五
日)
に
は 、
位
牌
の
前
で

ウ
チ
カ
ビ
を
燃
や
し
て
祖
先
を
見
送
る
(
写
真
m-
m) 。

(5' 

祖
先
祭
杷
(
H

清
明
祭)

前
章
で
既
述 。
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(6) 

父
系
嫡
男
相
続
制

辺
名
地
も
こ
の
規
制
は
理
念
と
し
て
定
着
し
て
い
る 。
そ
し
て
系
図
を
見
る
限
り 、

こ
れ
に
対
す
る
違
反
は
稀
で
あ
る 。
た
だ 、
そ
の
場
合
の
制
裁
の
程
度
と
か
便
法
に
つ

そ

い
て
は 、
は
っ
き
り
し
な
い 。
い
ず
れ
に
し
て
も
近
年
は
そ
う
し
た
違
反
例
は
な
い
と

い
う 。
ま
た 、
盆
の
ウ
ン
ケ
ー

や
ウ
l
ク
イ
な
ど
の
行
事
に
お
い
て
も 、
そ
の
家
の
当

主
の
み
な
ら
ず 、
他
出
し
て
い
る
そ
の
長
男
つ
ま
り

継
承
予
定
者
が
家
に
戻っ
て
き

て 、
先
祖
棚
の
前
に
着
座
し 、

よ
う
や
く

行
事
が
開
始
さ
れ
る

一
同
が
揃っ
て
か
ら 、

の
も 、
こ
の
規
制
に
結
び
つ
く

観
念
や
意
識
が
働
い
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る 。

(7) 

養
子
同
門
制

父
系
出
自
を
尊
重
す
る
明
快
な
考
え
方
の一
っ
と
し
て 、
養
子
を
父
系
の
親
族
か
ら

取
る
慣
行
が
あ
る 。
父
系
出
自
集
団
と
し
て
の
門
中
の
親
族
理
念
が 、
一
つ
に
は
こ
の

養
子
同
門
制
に
現
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る 。
辺
名
地
で
も 、
こ
の
原
則
は
理
念
的
に
遵
守

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ 。
卑
近
な
例
で
は 、
松
田
門
中
の
元
家 、
マ
ン
ナ
ル
ン
チ
の
現
当
主

の
父
が
オ
ヂ
か
ら
養
取
さ
れ
て
い
る
〔
前
稿
の
図
5
参
照〕 。
し
か
し
な
が
ら 、
他
の
仲

里・
小
浜
門
中
や
寄
留
の
大
城
門
中
に
お
い
て
は 、
血
縁
関
係
の
な
い
者
の
養
取
慣
行

も 、
現
実
に
は
存
在
す
る 。
し
た
が
っ
て 、
こ
こ
で
は一
般
理
念
と
し
て
は
意
識
さ
れ

て
い
る
も
の
の 、
他
系
か
ら
の
養
取
を
排
除
す
る
と
い
う
強
い
否
定
の
観
念
は 、
ど
う

も
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る 。

)

 

00

 

他
系
混
入
と
兄
弟
重
合
の
禁
忌

父
系
血
縁
以
外
の
他
系
が
混
入
す
る
こ
と
の
忌
避
観
念
は 、
渡
口
門
中
の
事
例
に
よ

く
現
わ
れ
て
い
る 。
系
譜
図
で
示
し
た
よ
う
に 、
始
祖
は
首
里
か
ら
や
っ
て
来
た
役
人

と
そ
の
妻
で
あ
る
が 、
実
際
に
は
そ
の
妻
の
母
の
位
牌
と
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る 。

こ
れ
は
渡
口
門
中
に
と
っ
て
は
他
系
で
あ
り

本
来 、
排
除
すべ
き
位
牌
で
あ
る 。
だ
か

七
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ら
門
中
の
成
員
が
集
ま
る
た
び
に 、
何
度
と
な
く
こ
の
位
牌
の
処
理
を
論
議
し
た
末 、

ユ
タ
(
千
里
眼
と
い
う)
に
み
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ 、
そ
の
故
人
の
出
身
地
で
あ
る
崎

本
部へ
帰
す
よ
う
に
と
い
う

指
示
は
で
た
も
の
の 、
そ
の
家
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
事

情
が
あ
る
(
写
真
7
及
び
前
章
注
州
参
照) 。
し
た
が
っ
て 、
宗
家
の
台
所
の
棚
に
暫
定

で
あ
る
(
写
真
日) 。
こ
の
間
り

方
に
も
本
来
な
ら
ば

的
措
置
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
が 、
現
在
で
は
衝
立
を
利
用
し 、
二
番
座
の
棚
に
置
い

ユ
タ
の
指
示
を
仰
ぐ

必
要
が

あ
る
の
だ
が 、
次
第
に
忌
避
の
観
念
が
薄
れ
て
い
く
の
か 、
宗
家
当
主
の
独
断
で
処
理

し
た
と
い
う 。

兄
弟
重
合
の
禁
忌
に
つ
い
て
は
先
に
凶
で
も
触
れ
た
が 、
辺
名
地
で
は 、
こ
れ
が
拡

の
禁
忌
が
あ
る

大
強
化
さ
れ
た
観
念
と
し
て
の
イ
チ
ュ
ク
カ
サ
パ
イ
(
従
兄
弟
重
合)

ム

イチュクカサパイのモデツレ

A 

X 

図5

A 

(AのみEgo の養子となることが可能である〉

八

(
図
5

参
照) 。
適
当
な
把
り

手
の
な
い
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
死
者
の
位
牌
が 、
こ
の

禁
忌
に
触
れ
る
た
め
に
台
所
に 、
あ
る
い
は
二
番
座
の
棚
に
あ
っ
た
と
し
て
も 、
衝
立

を
挟
ん
で
隅
に
置
か
れ
る
の
は 、
そ
の
現
れ
で
あ
る 。

(91 

「
門
中」
の
称
呼

清
明
祭
の
際
に 、
門
中
シ
l
ミ
ー
と
い
う
名
称 、が
他
の
シ
l
ミ
!
と
医
別
す
る
た
め

に
使
わ
れ
る
が 、
日
常
生
活
で
は 、
「
松
田」
と
か
「
仲
村」
な
ど
の
名
称
は
稀
に
し

か
使
わ
れ
ず 、
一
般
に
屋
号
で
呼
ば
れ 、
「
松
田
門
中」
と
か
「
仲
村
門
中」
と
い
っ

た
言
い
方
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い 。
そ
し
て 、
門
中
内
部
の
分
校
集
団
を
示
す
場

合
に
は 、
宗
家
の
屋
号
に 、
指
小
詞
で
あ
る
「:::
グ
ワ
ア」
を
語
尾
に
つ
け
て
い
る

(
渡
口 、
仲
村 、
大
城
の
各
門
中
系
譜
図
参
照) 。
こ
れ
を 、
と
き
に
は
長
男
パ
ラ 、
次

男
パ
ラ 、
一二
男
パ
ラ
と
い
う
よ
う
に 、
パ
ラ
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る 。

以
上
の
他
に
ニ
章
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
重
要
な
問
題
に 、
門
中
形
成
以
前
の 、
あ
る

い
は
門
中
と
重
複・
併
存
す
る
ヒ
キ
(
1FC
な
い
し
ハ
ロ
l

ジ
の
如
き
双
系
的
親
族

組
織
が
あ
る
が 、
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
つ
い
て
は
分
析
可
能
な
調
査
資
料
を
入
手
で
き

な
か
っ
た 。
農
作
業
(
キ
ビ
倒
し)
や
家
普
請
な
ど
で
日
常
的
な
互
助
共
同
を
す
る
ユ

イ
セ
は

と
く
に
ハ
ロ
i

ジ
関
係
が
中
心
に
な
る
傾
向
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く 、
地
縁

的
な
班
単
位
と
か
近
隣・
友
人
関
係
に
よ
る
随
意
的
な
場
合
の
方
が
多
い 。

注

川
小
川
徹
(
一
九
七
一)



五

む

す

び

一一一・
四章で
清明祭と門中組
織をそれぞれ概括的に記述考察し
たが、それ

が辺名地の村落構造の解明にどれだけ役立ったかは、
なお心もとない。
ま

た、
ニ章で整理検討したような沖縄北部の門中組織の諸問題に関して、辺

名地のそれがどのような意味をもつのか、ということにも、いまのところ

積極的な解答
は出せそうもない。
われわれの
非力もさることながら、辺名

地には
門中に関する有用な記録文書・
資料が之し
く、

決め手になるような

分析手段
を案出できかねた、
という状況もある。
しかしこれは、

辺名地の

門中組
織がそれだけ未発達だとい
う、

一側面を示しているとも云えよう。

だが少くとも、
前稿のシヌグ
祭加の神役組織でも明らかであっ
たように 、

三
章で考察した清明祭でも、
ムラシlミlの態様において、
草分けや旧い

地付きの
門中がその中心になるのに、
後来の移入者の門中がこれにほとん

ど関与し
ないのは、
辺名地の村落構造を端的に示す一つの事実である、

はちがいない。
そしてそのような新・旧門中の
相異は門中シl
ミ!のやり

方にもみられたが、四章の考察でも、
多くの
表章やそれをめ
ぐる観念で、

か
なり明瞭に対比し
うるものであっ
た。
今後、
辺名地村落の形成過程を
沖

縄北部の歴史的展望を視野に入れて、
具体
的に分析するならば、
二章で検

討したような北部の門中組
織をめぐる諸問題にも積極的な寄
与が
期待でき

るであろう。
ともあれ、本稿は今

後に多くの課題をのこし
たまま、ひとま

ず前稿につづ
く調査報告としてまとみて

みたわけである。

〔付記〕
調査は一九八三
年三
J四月、

八月に
計約四週間行っ
たが、
辺名

地では
渡口政吉区長をはじめ松田要清、
護口
武栄、
仲村貞男、
島袋良子
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などの
皆様、その他多くの村民の方々
から温い
御協力をいただいた。
あ

らためて
御礼申上げる次第でめ
る。
なお三
J四月の

清明祭の調査には、

松本誠一研
究員も参加して参与観察、
資料収集を行っ
たが、
本稿をまと

める時点では韓国に赴いて不在のため、執筆には加わっ
ていない。
最後

に、
前稿のときもすっ
かり御世話になっ
たが、
本研究所員竹内老子さん

には、
原稿印刷の細々
した事柄について、いろいろ

御配慮いただいた。

心から感謝し
てる。
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①， ② 重箱， 酒， 莫産， 線香， ウチ カピ (紙銭〉 な ど を携え てテラグンジ ンへ向 う

③ 崖下の “墓" の内部

④ “墓の前" に重箱や酒を 供え ， 線香 を 焚い て拝む

⑤ 下のテ ラ グン ジ ン に全員が着座 し， 拝みが始 ま る

⑤ ま ず， ネ ガ ミ 〔 ノ ロ の代理の姉〉が拝む



③ 松 田 門 中 の亀甲墓， ム ト ゥ ヤ 〔元家〕 の マ ンナ
ノレ ンチ の屋敷前に あ る

⑮ ③の 門 中 墓の傍 ら に つく ら れたコ ンクリー ト ブ
ロックの “墓"

⑫ 一番座の始祖の香炉 (仲村門中の元家)

⑦ 渡口問 中 の記録簿， 門中シ ー ミ ー の記事， 清明
祭 ・ 東廻 り の登首人選出や位牌祭杷の件で千里
眼 ( ユタ 〕 に判じ に行 っ た， と の字句が みえ る

⑨ 辺名地の村はづれ に あ る家形墓， 海上の 島影は
伊江島

⑪ 位牌立 て 〔 仲村門中 の元家〕



⑭ 新盆の家で は， 位牌だて に 白紙が貼 ら れ る

⑮ ウ ンケ ー の迎え火， 家の門口に青竹を 立 て， そ
の先に松根の小片を のせて焚く

園管

⑮ 13 日 の ウ ンケ ー (盆迎え )の先祖棚， 真中の位
牌だけ が特に衝立で仕切っ て あ る の は， 他系混
入 を 避け るため， (なお， 棚に は必ずサ ト ウ キ
ピを 供え る …・・⑫， ⑬参照 〕

⑬ ウ ンケ ー の位牌の “行水"

⑫， ⑬ ウ ンケー の前 日 か ら 盆行事や中元贈答の品々 がj百先 を賑わ す 渡久地， (サ ト ウ キビは先祖が
霊界の往還 り に杖に す る と して， 先組棚に必ず供え る・・・・・⑬参照〕



⑮， ⑧ 15 日 夕刻の ウ ークイ (盆送 り )， 送 り 火を 焚 く 台 はパナナの茎で つ く る

⑫ 15 日 の ウ ークイ と 翌日 日 に， 青年たちが エ ー サ
ー の踊 り を く ん で各戸 を 廻 る

⑧ 盆行事の線香は， と く に中 国 (台湾) 製の も の
を 使 う こ と と され， 庖で 買 い も と め る

⑧， ⑫ 台湾の清明節 台北市三張型の共同墓地， 人 々 は墓掃除に訪れ， 先祖に供物 をささげ る
〔墓は亀甲墓， 一隅に后士 と い う 墓の守護神を 杷 る )， 清明には， し ば し ば洗骨改葬され る


